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1) 寧事経肝研究の重要性を再認識させる最近の研究昨昇に 姫井昭夫「軍拡経済白構図 1，1984 
年，がある。また. r軍国主義滅亡の弁証法」およびその法則を現代資本主義分析に適用する際
の留意点については，池上位「財政危機と住民自治ム 1976恥 2Ql-202ベ ジ，を参照されたい.
























































3) 小山弘健「近代軍事技術史J，1941年， 6-7ベ ジU
4) 向上， 8ベージ。
5) 林克也「日本軍事技術史ム 19G7年， 4 、ージ。

























6) 林克也l 現代の兵器体系， r岩波講座現代」第7巻， 1963年， 88ベージ。
7) r意識的適用説Jにおける抜術。概念規定では， r技術之は人間実践(生産的実践3における
客観的法則性の意識的適用である」とされている。武菩三男l 技術論， r武谷三男著作集」第1


























9) 木原正雄， 経済発展にお日る軍需生産の役割について， r経済論叢」第四9巻第4.5・6号，
1972年， 2， 13ヘージ。
10) 長笹川慶太郎，軍事技術論』田辺振太鼎「技師論」第13章， 1960年， 249-250-' ジ。
























11) エンゲノレス，反デュ リング論， iマルクスー ェンゲルス全集J(大月書活版〕第20巻， 172へ
シー。























































































20) 本郷弘作， r軍事技術リー ドJ説批判， r唯物論研究」置刻版j 第四号. 1937年8月， 167ベ
シー。
21) 1引1春喜「技術論J，1936年， Bベジ。


























23) 小山氏は，乙の小前において，エム サゲイツキー から， r軍事技術は，専門の機能をはたす
檀雑な社会的技術D 構成部分てある。したがって生産方法の変化と社会的技術の進歩によって
































25) 乙の問題に関しては!山崎俊雄p 相川春喜論， I科学 技術論の新局面J，1973年10月，に詳し
いりで，これを参照されたい。























26) 相川春喜j 前掲書， 8-9ペー ジ。
27) この点に関しては， r相川春書づ吋云」覆刻i1[， 1979年， 11， 19へ ジ，参照。
























































34) 古田光，日本の科学論，武桂三男編著「自然科学概論J第2巻J 1960年， 166ベ シ。
35) 座記長会，抵抗の記録「唯物論研究会」白活動， i現代と思想」第3号， 1971年3月， 90ベー
ジ。
36) 岩崎允胤「日本マルクス主義哲学史リ序説J，1971年， 182ベー ジ。































としては，サヴィツキ 「戦争経由学J (1931午)， γaベクトロフ「軍需工業論J (l93fi年)，
ヴィシネフ「技術と軍事工業J(1938年〕などり著作が挙げられよう。ゲィシネフの場合，軍事
技術は明らかに兵器と規定され Cいる〈前掲書>219ず、ージ〉。




















































42) 小山弘健編「日木資本主義論争史」上告， 1953年， 201ペー ジ。なお.I講座派」のなかで，天
皇制の理論的 実証的分析に取り組み，大きな成課をあげたと評価されるのは，平野義太郎であ
った。こり点については，守屋典郎「日本マルクス主義理論。形成と発展ι1967牛. 17企 177ャ ζ
ジー，を参照されたい。
43) 小山弘健「日本軍事工葺の史的分析斗 1972阜 370ベージ。


























44) 岸本英太郎 小山弘健編著「日本近代社会思想史J，1959年， 295-296ベーシ。
45) 座談会l 唯物論研究会の足跡. r唯物論研究」第1号， 1947年10月， 146ヘ ジ。





























47) 小山弘憧「卒事思想の掛究」増補新版I 191:)4年. 1ヘ ジo





















門に区別される1 即ち一-i~ 占 E長争1"""子品企岳毛告 t-};1，活動と l 戦争毛ゐ 2 みとであ








稿，マルクス=エンゲルスの軍事理論と現代 軍事技術を中心として ， r経済」第四7号j
1983年3月，がある。
120 (202) 第 141巷第2・3号
明らかになったのであるが，次に提起される課題は，従来の軍事技術をめくる
論争(とりわけ軍事弦術りード論争〕の検討を通じて，平事技術を科学的に分
析し軍事経済研究を前進させるためり基礎的な視角を確立する ιと己ある。こ
の課題は別稿において来たされる寸F定である。
(1986年10月31日脱稿〉
